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嘉瀬川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ】
～広大な低平地に位置する佐賀市街地一帯を洪水から守る治水対策の推進～

○ 令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により、甚大な被害が発生したことを踏まえ、嘉瀬川水系においても、事前防災対策を
進める必要があることから、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、これまで甚大な被害を出した昭和38年6月
洪水を安全に流し、これらを上回る戦後最大の昭和24年8月洪水においても堤防越水を回避するとともに、流域における浸水被害の軽減
を図る。

小城市

佐賀市

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防整備、河道拡幅

護岸整備、橋梁・堰改築、樋管整備 等

位置図

嘉瀬川ダム

凡例

浸水範囲（想定最大規模（L2)）

大臣管理区間

昭和28年6月洪水（小城市三日月町）
家屋流失・全半壊175戸
床上・床下浸水31,032戸

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

佐賀県庁

昭和38年6月洪水（佐賀市富士町）
家屋流失・全半壊115戸
床上・床下浸水1,274戸

←嘉瀬川

■ソフト対策
・関係機関との総合防災訓練
・防災行政無線、防災メール等を活用した情報伝達訓練
・自主防災組織と連携した避難所開設、運営訓練
・防災ハザードマップの作成、周知、活用推進
・水防災教育、出前講座等を活用した講習会の取組拡大
・水害リスクが高い区間における地域住民との共同点検、避難訓練 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
・クリークの治水利用
・一定規模以上の開発行為には貯留等を義務づけ
・立地適正化計画の推進
・利水ダム等2ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（国、土地改良区など） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

本庄江

河道拡幅、護岸整備、橋梁・堰改築、樋管整備 等
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河道拡幅、護岸整備、橋梁・堰改築、樋管整備 等

河道拡幅、護岸整備、橋梁・堰改築、樋管整備 等

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。

松浦川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ】
～豊かな自然環境を育む松浦川水系の地域と一体となった防災・減災対策と流域内への企業誘致の推進～

凡例

浸水範囲（1/100想定）

大臣管理区間

■河川における対策
対策内容 堤防整備、堤防嵩上げ、

河道拡幅、堰・橋梁改築
護岸整備、樋管整備 等

○ 令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により、甚大な被害が発生したことを踏まえ、松浦川水系においても、事前防災対策を進
める必要があることから、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、平成2年7月洪水（整備計画規模）に対して、
「決壊」「越水」等による家屋の浸水被害の軽減を図り、これらを上回る戦後最大の昭和28年6月洪水においても企業誘致を推進している
石志、千々賀地区の堤防越水を回避するとともに、浸水被害の軽減を図る。

■ソフト対策
・消防団の水防訓練実施
・要配慮者利用施設等との避難訓練実施
・防災パトロール実施
・防災講演会開催
・わがまち、わが家の防災マップを活用した防災訓練実施
・出前講座、ホームページ、広報誌等を活用した防災啓発活動
・防災教育の実施
・民間事業者等と災害時応援協定の拡充
・ケーブルメディアとの連携による河川情報の提供 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
・ため池の治水利用
・荒廃森林の間伐
・利水ダム等7ダムにおける事前放流等の実施、体制構築（関
係者：国、佐賀県、九州電力（株）など） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

多久市

家屋全壊流出3戸、家屋半壊11戸、床上浸水
130戸、床下浸水422戸、氾濫面積1,623ha

平成2年7月洪水

松浦川（25/400付近）伊万里市大川町付近


